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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する。

＜連絡事項＞

・次月勤務表が掲示されていますので、各自ＷＩＺスケジュール登録をして下さい。今週中までの入力とします。

・明日Ａユニット（121号室）へ女性１名転入予定。7/7（金）以降に男性１名転入予定。

・10月より電子カルテへ移行するにあたり、院内発表会を下記に日程で実施します。全スタッフが対象となる為、必ず参加して下さい。

　開催日：7/18（火）　時間：17：20～18：20　開催場所：４階メモリアルホール

＜患者様連絡事項＞

・白鳥　キエ様～ご家族様来院され、南山苑入所申し込みをしたとの事。訪問調査必要な場合は、生駒ＰＳＷへ連絡して下さい。

・田嶋　松男様～ナテグリニド錠（90）１Ｔ　１×昼が14日分臨時処方となる。

・赤坂　耕作様～臨時薬が同内容にて14日分処方、点滴がビーフリード500ｍｌ１本追加となり、１週間分処方となる。

・藤村　悦子様～半夏厚朴湯が14日分臨時処方となる。

・阿部　義一様～エプリッチが１本追加となり、合計２本／日となる。

・母良田　幸子様～臀部の表皮剝離について主治医へ報告し、アズノール塗布の指示あり。立位、歩行困難な状態続いている事報告し、メネシット（100）１Ｔ　１×朝が７日分臨時処方となる。

・板垣　蔚城様～点滴終了、臨時薬が同内容にて13日分処方となる。面会時、「緊急時の対応に関する同意書」「入院に際してのお知らせ」の原本を渡して下さい。原本はＡユニット詰所で保管しています。

・日ヶ久保　直志様～臨時薬が同内容にて14日分処方となる。

・種本　サハ様～本日マーゲンチューブ自己抜去あり、再挿入している。

・林　恵司様～主治医より、ＭＭＳＥ、ＨＤＳＲ実施の指示あり。

・大久保　健作様～佐々木泌尿器科受診し経過観察の指示あり、次回受診は不要との事。ご家族様来院時に保険証と診察券の返却をお願いします。（ＳＧＭのＢＯＸで保管）。

・五十嵐　恵子様～腹部、腋下、そ頸部に発疹あり。主治医不在の為、深澤Ｄｒへ報告し、ストロメクトールが処方となる。疥癬疑いの為、Ｄユニット209号室からＣユニット206号室へ部屋移動し、隔絶対応としている。

・村井　チヤ様～臨時薬が同内容にて14日分処方となる。

・立花　榮子様～本日外出予定だったが、本人の実母の葬儀日取りが決定した為、急遽外泊へ変更の希望あり。主治医へ報告し、本日10：00～7/8（土）15：00外泊許可下りている。帰院時は継続指示薬使用の有無、排便の有無確認して下さい。

・佐々木　たま様～臨時薬がクエチアピン除剤、他同内容で14日分処方となる。本日39.1℃の発熱あり主治医へ報告。点滴２本２日分と以下の処方あり。

1 レボフロキサシン（500）　　 １Ｔ　１×夕

2 ロキソプロフェンナトリウム　３Ｔ　

レバミピド　　　　　　　　　３Ｔ　３×１　　　５日分
　　　　　　　　　また、明日検尿、採血の指示あり。

・嶋守　與之様～南山苑の申し込みをしていたが、調査の結果、不可との事。理由として褥瘡がある、叫ぶ事がある、エプロンの異食、入浴拒否が挙げられています。上記症状落ち着き次第、南山苑へ再調査の依頼をして下さい。

＜要注目患者様＞

・阿部　義一様～バイタルサインの異常なし。痰鳴も聞かれず。食事も口腔内に溜め込みあるが、むせ込む事は無く、全量摂取している。日中眠気ある様子はなく、開眼し経過。

・坂上　忠三郎様～朝食、昼食共に拒否。再三の声掛け要している。レストランへ行かず、Ｂユニットホールで食事を摂っている。服薬の拒否は無い。

・野月平　チエ様～疥癬疑いの為、昨日より隔絶対応としているが、本人の理解得る事出来ず、食事は104号室前のホールで摂っている。実際は点いていないにも関わらず、自室に冷暖房が点いており、部屋に居られないと体感幻覚様の発言聞かれ、廊下に出て座り込む事頻回。説明にも自己中心的な発言多く、なかなか自室に戻らずにいる。自室で安静にしている事出来ない為、都度介入していく。感染対策の為、体温計１本、血圧計１個を部屋に設置している。

・高橋　ミツ様～嘔気、嘔吐無く経過。食事も全量摂取されている。

・成田　武次様～食事の際、むせ込み見られている。10：00の時点で体温37.3℃、酸素飽

和濃度96％、クーリングにて対応している。

・赤坂　耕作様～点滴漏れあり、差し替え行っている。酸素飽和濃度も99％、痰鳴もなし。車椅子移乗時、試験的に腰ベルト使用していたが、特に不具合も無い為、担当よりご家族様へ報告し、購入を進めていく。

・佐々木　たま様～今朝38.0℃の発熱、体熱感あり、クーリングにて対応している。食事　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　はベッド上で摂って頂くも、残食目立っている。担当医診察にて点滴2本/日　6日まで、臨時薬クエチアピンを除き、他同内容にて14日分処方、午後に39．2℃発熱みられレボフロキサシン(500)１T１×夕　ロキソプロフェンNa3T　ﾚﾊﾞﾐﾋﾟﾄﾞ3T　3×1にて5日分処方となる。

・鈴木　吉男様～昨日夕食の摂取量少なく、今朝も1/2のみ摂取。昼食時も1/3摂った所で手を止めている。声掛けなど、スタッフか介入する事で3/4まで摂れている。水分補給は問題なく行えている。

・田中　ツサ様～昨日シンラック液服用しているが「お腹がすっきりしない。」と朝食不食。水分は摂取出来ている。昼、眩暈を訴え床にしゃがみ込んでいる。バイタルサインの異常はなし。「歩くと眩暈がする。」と話されている。

＜排便困難者＞

・北向　みつる様：－２日目、シンラック液15滴で対応

・坂上　忠三郎様：－５日目、センナリド２Ｔで対応

・野月平　チエ様：本人希望し、シンラック液20滴服用

・村井　チヤ様　：－２日目、センナリド２Ｔで対応

・嶋守　與之様　：－３日目、シンラック液20滴で対応

・梅内　重美様　：－３日目、センナリド２Ｔで対応

・山下　ヨシ様　：－２日目、シンラック液15滴で対応

・北野　はるゑ様：－２日目、センナリド２Ｔで対応

・林　恵司様　　：－３日目、シンラック液30滴で対応

· 鈴木　吉男様：－3日目、経過観察の指示

· 赤坂　耕作様：－８日目、シンラック50滴の指示あり

＜ＯＴより＞

・7/21（金）適時調査がある為、それまでの生活昨日回復訓練の記録に漏れが無いよう、

入力をお願いします。

＜パス評価＞

母良田　幸子様…入院から３ヶ月目の評価

【ＦＩＭ：45点　ＦＡＳＴ：レベル６　ＤＢＤ：16点】

精神症状…目立った症状はなく、落ち着いている。

行動症状…無動傾向にある。６月末頃より歩行、立位困難な状況。適宜主治医へ状態報告していく。

